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看護学生の仮想的有能感と自律性欲求・ 
学習動機づけとの関連
― 4 年制大学と 3 年制短期大学との比較 ―
Analysis of the Relationship among Student Nurses’ Assumed-
Competence and Their Self-Esteem, and Learning Motivation
－Comparison between 4-Year Nursing College and  



























































































































理 論（Self-determination theory : Deci & 



























































































東北地方の A 県および B 県内の看護系の
4 年制大学 4 校と 3 年制短期大学 3 校に在籍
する看護学生 1,691 名を対象とし、質問紙調
査を実施した。このうち、本研究への同意と












α 係数 .80 と高い信頼性が得られている。各
項目に対して、「よく思う」（5 点）から「全








究では、信頼性の検証として α 係数 .80 と高
い信頼性が得られている。全 10 項目からな
り、「あてはまる」（5 点）から「あてはまら

















10 項目の 2 つの下位因子より構成されてい
る。信頼性の検証として“自己決定欲求尺度”



































SPSS 18.0 J for Windows を使用した。検証




























対象者の教育課程は、4 年制大学が 870 名
（63.2%）、3 年制短期大学が 507 名（36.8%）




学生の割合は、3 年制短期大学 368 名（72.6%）
より、4 年制大学 704 名（80.9%）の方が有
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他 者 軽 視 尺 度 の 合 計 平 均 値 は 28.38
（SD = 7.72）、Cronbach の α 係数は .87 で内
的整合性が確保されているといえる。教育課
程別に比較した結果、4 年制大学より 3 年制
短期大学の方が平均値は 1.39 高く、5% 水準
で有意差が認められた（t = 6.63、p = .05）。
男女別に比較した結果、女子学生より男子学
生の方が平均値は 2.86 高く、0.1% 水準で有








自尊感情尺度の合計平均値は 28.44（SD = 
6.37）、Cronbach の α 係数は .81 で内的整合
性が確保されているといえる。教育課程別に
比較した結果、3 年制短期大学より 4 年制大
学の方が平均値は 1.95 高く、0.1% 水準で有
















χ2  =  2121.46、GFI  =  .850、AGFI  =  .816、
CFI  =  .747、RMSEA  =  .086 と比較的良好な
モ デ ル 適 合 度 が 示 さ れ、 尺 度 間 相 関 は
r  =  .41（p < .001）と有意に中程度の相関を







1 年生（％） 2 年生（％） 3 年生（％） 4 年生（％） 合　計 1 年生（％） 2 年生（％） 3 年生（％） 合　計
N（％） 1377（100） 192（13.9）  217（15.8） 254（18.5） 207（15.0） 870（63.2） 219（15.9） 200（14.5） 88（6.4） 507（36.8）
平　均　年　齢 19.73 歳 18.22 歳 19.33 歳 20.38 歳 21.76 歳 19.97 歳 18.93 歳 19.41 歳 20.11 歳 19.32 歳
年齢
構成
10 歳代 750（54.4） 191（99.5） 181（83.4）   0   （0）   0   （0） 372（42.8） 201（91.8） 177（88.5）  0  （0） 378（74.6）
20 歳代 610（44.3）   1　（0.5）  35（16.1） 252（99.2） 202（97.6） 491（56.4）  11 （5.0）  20（10.0） 88（100） 119（23.5）
30 歳代  15 （1.1）   0   （0）   1 （0.5）   1（0.4）   4 （1.9）   6 （0.7）   6 （2.7）   3 （1.5）  0  （0）   9 （1.8）
40 歳以上   2 （0.2）   0   （0）   0   （0）   1　（0.4）   1 （0.5）   2 （0.2）   1（0.5）   0  　　（0）  0  （0）   1 （0.1）
性別
男  177（12.9）  21（10.9）  34（15.7）  45（17.7）  27（13.0） 127（14.6）  22（10.0）  18 （9.0） 10（11.4）  50 （9.9）
女 1200（87.1） 171（89.1） 183（84.3） 209（82.3） 180（87.0） 743（85.4） 197（90.0） 182（91.0） 78（88.6） 457（90.1）
学校選択
動機
自ら選択 1072（77.9） 153（79.7） 179（82.5） 211（83.1） 161（77.8） 704（80.9） 163（74.4） 147（73.5） 58（65.9） 368（72.6）
他から勧め
られた  305（22.1）  39（20.3）  38（17.5）  43（16.9）  46（22.2） 166（19.1）  56（25.6）  53（26.5） 30（34.1） 139（27.4）
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れ、その中でも 1 年生が 2 年生より 1% 水準
で有意に高く、また 1 年生は 3 年生より 5%
水準で有意に高いことが示された。3 年制短
期大学でも有意差が認められ、その中でも 1
年生が 2 年生より 5% 水準で有意に高いこと
が示された。このことから、「自己決定」は























































した結果、4 年制大学より 3 年制短期大学の
平均値が 0.1 高く有意差が認められた（t = 
–3.22、p = .001）。男女別に比較した結果、女
子学生より男子学生の方が平均値は 0.12 高








































t 値 4.64***  1.31 －0.39  2.43* －3.35** －1.34 
教育課程／学年




































































F 値 1.17 1.49 5.27*** 0.41 6.06*** 6.12***






















































F 値 2.62 0.02 3.38* 1.91 13.42*** 3.56*


















































χ 2 = 445.352、GFI = .956、AGFI = .935、













◆A 3. 他人に決めてもらった方が安心できる 2.93（1.02）
　A 6. 自分で決めたことをやる方が，やる気がでる 4.17（0.86）
◆A 7. 楽なので，他の人の言うことを聞こうと思う 3.15（0.99）



























A 4. まわりから反対されても、自分がやりたいことを 
   したいと思う
3.56（0.91）
A 5. 他の人と意見が対立したときには，自分の意見を 
   通そうとする
2.75（0.89）




   したい
2.82（0.86）
A18. 自分でいいと思うのならば，他の人の意見は気に 




















一化的調整」は r = .35（p < .01）、「内発的調整」
と「取り入れ的調整」は r = .23（p < .01）、「同
一化的調整」と「取り入れ的調整」は r = .39
（p < .01）と正の相関が有意に認められた。
そして「内発的調整」と「外的調整」は
r = –.22（p < .01）、「同一化的調整」と「外的












が平均値は 0.35 高く、1% 水準で有意差が認
められた（t = –3.35、p = .01）。学年別に比較
した結果、4 年制大学では 1 年生が他学年と
比較して 0.1 から 1% 水準で有意に高いが、
学年の進級に伴い低下する傾向が示された。
3 年制短期大学でも 4 年制大学と同様に 1 年







比較した結果、4 年制大学より 3 年制短期大
学の方が 5% 水準で有意に高く（t = –2.03、
p = .043）、男女別に比較した結果では有意差
は認められなかった。学年別に比較した結果、



































































尺度間相関 内発的 同一化的 取り入れ的 外的
内 発 的 －
同 一 化 的    .35*** －
取 り 入 れ 的    .23**    .39** －

































性欲求の「独立」が 4 年制大学より 3 年制短
期大学の方が平均が 0.19 高く、1% 水準で有





自己決定 独　　立 自律的動機づけ 統制的動機づけ
仮想的有能感 －
自尊感情  －.03 －
自律性欲求
自己決定    .01   .38** －
独　　立    .33**   .17**   .40** －
学習動機づけ
自律的動機づけ  －.09**   .20**   .36** .08** －





χ2 値 有意確率自尊感情 低 高 低 高
類　型 委縮型 自尊型 仮想型 全能型
教育課程／n（％） 357（25.9） 364（26.4） 323（23.5） 333（24.2）
4 年制大学（n=870） 221（25.4） 257（29.5） 167（19.2） 225（25.9） 29.92 0.000








の 差 が 有 意 に 認 め ら れ た（ 自 己 決 定 : 
F = 45.12、p < .000、独立 : F = 46.53、p < .000、
自律的動機づけ : F = 11.42、p < .05、統制的


















































3 年制短期大学（n=136） 3.42（0.49） 2.81（0.53） 7.73（0.97） 5.71（1.34）










3 年制短期大学（n=107） 3.73（0.44） 3.00（0.60） 8.09（1.12） 5.47（1.29）










3 年制短期大学（n=156） 3.39（0.54） 3.10（0.54） 7.58（1.19） 6.33（1.31）










3 年制短期大学（n=108） 3.72（0.49） 3.36（0.55） 7.85（1.31） 6.00（1.33）


























































　委縮型（n=357） 3.37（0.51）  2.77（0.56）  7.64（1.18）  5.64（1.33）
　自尊型（n=364） 3.67（0.46）   2.92（0.54）   8.06（1.09）   5.50（1.24）  
　仮想型（n=323） 3.37（0.53）  3.07（0.55）   7.62（1.19）   6.30（1.33）  
　全能型（n=333） 3.69（0.48） 3.24（0.54）  7.88（1.19） 5.86（1.34） 
F 値 45.12 46.53 11.42 23.91
4 年制大学（n=870）
　委縮型（n=221） 3.34（0.52）  2.74（0.58）  7.59（1.30）  5.60（1.33） 
　自尊型（n=257） 3.65（0.47）   2.89（0.50）   8.05（1.07）   5.52（1.22） 
　仮想型（n=167） 3.36（0.52）  3.05（0.56）    7.66（1.19）  6.28（1.36）  
　全能型（n=225） 3.68（0.47） 3.17（0.52） 7.90（1.13） 5.80（1.35）
F 値 29.46 26.81 7.45 12.74
3 年制短期大学（n=507）
　委縮型（n=136） 3.42（0.49）  2.81（0.53）  7.73（0.97）  5.71（1.34） 
　自尊型（n=107） 3.73（0.44）   3.00（0.60）   8.09（1.12）  5.47（1.29） 
　仮想型（n=156） 3.39（0.54）  3.10（0.54）   7.58（1.19） 6.33（1.31）  
　全能型（n=108） 3.72（0.49） 3.36（0.55） 7.85（1.31） 5.99（1.33）
















































































































































































































































































































































た、有能感の 4 類型の『仮想型』は、3 年制
短期大学の方が有意に多い結果が示された。
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Analysis of the Relationship among Student Nurses’ Assumed-Compe-
tence and Their Self-Esteem, and Learning Motivation
― Comparison between 4-Year Nursing College and 3-Year Junior College Systems ―
Mika Sato
　　The purpose of this study was to clarify the relationship among the 
degree of student nurses’ assumed-competence, and their self-esteem, and 
need for autonomy, and learning motivation, from the viewpoint of the self-
determination theory.　The following parameters were measured and com-
pared for student nurses form a 4-year nursing college system, and from a 
3-year junior college system, assumed-competence, self-esteem, need for 
autonomy, and learning motivation.　The data were obtained using a ques-
tionnaire that was filled by the student nurses, and the education divisions 
of the 2 institutes independently compared and analyzed the data from the 
viewpoint of the self-determination theory.　The results with students of a 
3-year junior college system high the assumed competence, and “indepen-
dence,” which was related to the need for autonomy, and “controlled motiva-
tion,” which was related to learning motivation, were intentionally higher in 
the 3-year junior college system nurses.　The analysis showed that “autono-
mous motivation,” which was related to self-esteem, and learning motivation, 
in the 4-year nursing college system nurses was intentionally higher than 
that in the 3-year junior college system nurses.　Although many of the stu-
dent nurses had entered college with the autonomous motivation of becom-
ing a nurses, their “autonomous motivation” for learning and “self-determi-
nation” of the need for autonomy fell intentionally, when they were in the 
second grade.　This result suggests the importance of providing autonomy 
support in the first year of education.　Moreover, it was found that 
assumed-competence, and “independence,” which was related to the need 
for autonomy, and “controlled motivation” for learning were intentionally 
higher in 3-year junior college system nurses than in 4-year nursing college 
system nurses, and the “independence”, of nurses in the second grade was 
intentionally higher than that of nurses in the first grade.　The results sug-
gest that it is necessary to provide autonomy support based on this analysis 
to student nurses.
Key words : Assumed-Competence, Self-Esteem, Need for Autonomy, Learn-
ing Motivation, Student Nurses
